
項　　　　　目 設置当初（昭和14年） 現　　　　　在

牧　場　面　積 1,400ha 2,391ha

事　業　内　容

十勝農協連の前身である十勝畜産組合が昭和14年
に国の模範牧野の指定を受け、農用馬の夏期預託と
育成事業を実施したのが湧洞牧場の始まりである。

平成10年に現在地へ移転後、酪農家の大型化に伴う
預託要望もあり、牛舎増築などの施設整備と草地の
改良整備を進め、自給飼料の安定確保と放牧地の円
滑な運用を基本とした乳用牛の通年預託育成事業を
運営している。

預
　
託
　
頭
　
数

家畜の種類 馬 乳用牛

夏期頭数 1,000頭 1,900頭

冬期頭数 1,900頭

夏期料金（会員） 270円

　　　　（員外） 600円

冬期料金（会員） 600円

　　　　（員外） 600円

通年預託

職　　員　　数 職員 9名、臨職 2名　合計 11名
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牧場所在地
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牧場の紹介

牧場の概要

十勝農業協同組合連合会 畜産事業部 湧洞牧場
広尾郡大樹町字生花181番地1

01558-7-8139

01558-7-8150 

t_yusa@nkrtwosv.nokyoren.or.jp

十勝農業協同組合連合会

十勝農業協同組合連合会

由佐　哲朗

〒089-1881

　中川郡幕別町忠類市街地から東方24kmの広尾郡
大樹町生花地区にあり、酪農専業地帯である。沿岸
部に位置するため夏期は冷涼、冬期はやや暖かい気
象条件にある。
　放牧地は、太平洋と湧洞沼を眺望できる丘陵地に
あり、強健で足腰の強い乳牛を育成できる最適の条
件を備えている。


